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は
じ
め
に

二
○
○
四
年
は
、
新
潟
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
豪
雨
被
害
が
続
出
し
、
川
と
い

う
自
然
の
怖
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
年
で
あ
っ
た
が
、
木
曽
三
川
流
域
で
は
、

「
宝
暦
治
水
」
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
百
五
十
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
、
流
域
の
歴
史
、
川
と
人
間
の
関
係
史
を
見
つ
め
直
す
、
ま
た

と
な
い
機
会
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
い
う
宝
暦
治
水
と
は
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
か
ら
翌
五
年
に
か
け

て
、
幕
命
に
よ
り
薩
摩
藩
が
手
伝
普
請
と
し
て
関
わ
っ
た
大
治
水
工
事
で
あ
り
、

薩
摩
藩
は
、
幕
府
の
抑
圧
の
も
と
、
多
数
の
自
殺
者
や
病
死
者
を
出
し
、
莫
大
な

債
務
を
負
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
工
事
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
土
木
技
師

ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
の
設
計
に
よ
り
一
九
○
○
年
に
竣
工
し
た
木
曽
三
川
分

流
工
事
の
先
駆
的
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
流
域
を
水
魔
か
ら
救
っ
た
と
し
て
、

杉
本
苑
子
『
孤
愁
の
岸
』
は
じ
め
、
数
多
く
の
作
品
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

犠
牲
者
を
宝
暦
「
薩
摩
義
士
」
と
し
て
顕
彰
す
る
運
動
も
続
け
ら
れ
て
い
る
（
１
）。

し
か
し
、
二
百
五
十
年
と
い
う
節
目
に
考
え
た
い
の
は
、
こ
の
事
業
を
、「
幕

府
対
薩
摩
藩
」
と
い
っ
た
構
図
に
限
定
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
別
稿
で
も

触
れ
た
よ
う
に
（
２
）
、
先
入
観
を
排
し
た
う
え
で
、
豊
富
な
歴
史
情
報
資
源
を
活

用
し
、
幕
政
全
体
の
構
造
や
地
域
社
会
の
動
向
を
組
み
込
ん
で
再
構
成
す
る
な
ど
、

当
時
の
人
々
の
営
為
と
可
能
性
を
汲
み
取
る
努
力
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

い
ま
だ
、
膨
大
な
資
料
を
伴
う
「
宝
暦
治
水
」
事
業
全
体
の
再
検
討
に
は
至
ら

な
い
が
、
こ
の
機
会
に
、
附
属
図
書
館
研
究
開
発
室
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い

る
「
木
曽
三
川
流
域
の
歴
史
情
報
資
源
の
調
査
・
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

の
一
部
と
し
て
、
主
に
東
高
木
家
文
書
を
参
照
し
な
が
ら
、「
宝
暦
治
水
」
に
つ

い
て
若
干
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
（
３
）。

一
　
東
高
木
家
文
書
に
つ
い
て

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
東
高
木
家
は
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
高

木
家
文
書
（
総
点
数
約
十
万
点
、
継
続
調
査
中
）
を
伝
来
し
た
西
高
木
家
の
分
家

で
あ
り
、
同
じ
く
分
家
の
北
高
木
家
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
木
曽
三
川

（
二
九
）



流
域
治
水
を
管
掌
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
高
木
三
家
の
祖
高
木
貞
久
は
、
戦
国
期
、
養
老
山
地
東
部
の
駒
野
・
今
尾

一
帯
（
現
在
の
南
濃
・
平
田
町
域
）
に
勢
力
を
張
る
土
豪
で
あ
り
、
斎
藤
道
三
や

織
田
信
長
に
つ
か
え
た
が
、
天
正
十
八
年
（
一
八
九
○
）
豊
臣
政
権
に
美
濃
を
追

わ
れ
る
。
関
東
で
家
康
に
庇
護
さ
れ
、
関
ヶ
原
合
戦
後
、
近
江
・
伊
勢
と
国
境
を

接
す
る
美
濃
国
の
時
・
多
良
（
現
岐
阜
県
養
老
郡
上
石
津
町
域
）
に
四
千
三
百
石

の
知
行
を
与
え
ら
れ
（
西
家
二
千
三
百
石
、
分
家
の
北
・
東
家
各
千
石
）、
明
治

維
新
ま
で
同
地
を
支
配
し
た
特
殊
な
旗
本
で
あ
る
。
江
戸
に
常
駐
す
る
一
般
の
旗

本
と
は
異
な
り
、
知
行
地
に
居
住
し
て
参
勤
交
代
を
行
い
、
交
代
寄
合
美
濃
衆
と

し
て
大
名
並
み
の
格
式
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
三
家
は
、
山
間
盆
地
に
本
拠
を
構

え
る
一
方
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
木
曽
三
川
流
域
治
水
を
管
掌
し
、
膨
大
な
治
水

関
係
史
料
を
蓄
積
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
う
ち
、
西
家
は
、
維
新
後
も
同
地
に
残
り
、
学
区
取
締
や
郡
長
・
衆
議
院

議
員
な
ど
の
公
職
を
歴
任
す
る
な
ど
地
方
名
望
家
と
し
て
存
続
し
、
近
代
史
料
も

含
め
た
膨
大
な
文
書
を
伝
え
た
が
、
北
・
東
家
は
明
治
以
降
相
次
い
で
同
地
を
離

れ
た
た
め
、
そ
の
関
係
文
書
は
分
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

う
ち
、
北
高
木
家
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
絶
家
と
な
り
、
文
書
も
失
わ
れ
た
と

さ
れ
て
き
た
が
、
あ
る
個
人
宅
で
関
係
史
料
が
発
見
さ
れ
、
高
木
家
屋
敷
遺
構
を

は
じ
め
関
連
資
料
の
保
存
・
活
用
を
進
め
て
い
る
岐
阜
県
上
石
津
町
教
育
委
員
会

の
協
力
を
え
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
大
変
貴
重
な
治
水
史
料
を
含
む
こ
と
が
わ

か
り
（
概
数
四
千
点
余
）、
そ
の
成
果
の
一
端
を
、
附
属
図
書
館
二
○
○
三
年
春

季
特
別
展
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
４
）。

も
う
一
つ
の
東
高
木
家
旧
蔵
文
書
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、

徳
川
林
政
史
研
究
所
、
筒
井
稔
氏
、
森
川
勝
之
助
氏
ほ
か
の
所
蔵
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
）
頃
以
降
に
、
東
高
木
家
か
ら

流
出
・
分
散
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
治
水
史
料
だ
け
は
一
括
し
た
形
で
森

川
家
に
搬
入
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
森
川
家
は
、
高
須
輪
中
の
豪
農
で
、
そ
の
頃

の
当
主
準
之
助
氏
（
現
所
蔵
者
森
川
勝
之
助
氏
の
祖
父
）
は
、
治
水
神
社
建
立

（
一
九
三
八
年
）
に
も
関
わ
る
な
ど
治
水
史
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
維
新

後
の
高
木
家
を
財
政
的
に
支
援
し
た
家
と
も
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
散

逸
す
る
可
能
性
の
あ
っ
た
治
水
文
書
を
引
き
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
図

１
）。

当
該
文
書
に
つ
い
て
は
、
部
分

的
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
自
治
体

史
や
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

調
査
か
ら
も
既
に
数
十
年
が
経
過

し
て
お
り
、
将
来
に
向
け
た
保

存
・
活
用
を
図
る
に
は
、
現
状
確

認
を
含
む
悉
皆
調
査
が
不
可
欠
と

判
断
し
、
所
蔵
者
の
理
解
と
協
力

の
も
と
、
前
記
の
上
石
津
町
教
育

委
員
会
、
愛
知
県
教
育
委
員
会
と

も
連
携
し
、
調
査
に
着
手
し
た
。

そ
の
結
果
、
治
水
関
連
文
書
は
五

千
点
を
超
え
る
規
模
で
あ
り
、
時

期
も
近
世
全
般
に
及
ぶ
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
（
図
２
）。
全
容
解

明
に
は
、
い
ま
暫
く
精
査
が
必
要
で
あ

る
が
、
文
書
管
理
の
あ
り
方
を
示
す
天

保
期
の
文
書
整
理
箱
や
、
こ
れ
ま
で
報

告
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
絵
図
等
も
見

つ
か
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
、
そ
の
一
端

を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

二
　
宝
暦
治
水
へ
の
道

養
老
断
層
に
沿
っ
て
沈
み
込
む
東
高

西
低
の
土
地
傾
斜
（
濃
尾
傾
動
地
塊
）

と
い
う
自
然
的
条
件
に
大
き
く
規
定
さ

れ
、
頻
繁
に
水
災
に
見
舞
わ
れ
た
美
濃

国
で
は
、
独
特
の
負
担
方
式
（
濃
州
国

法
）
で
治
水
事
業
を
行
う
仕
組
み
が
整

－ 73－

（
三
〇
）

図１　東高木家文書の現況（一部）図２



備
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
国
役
普
請
と
呼
ば
れ
、
幕
府
の
権
限
で
大
規
模
な
普

請
を
行
う
場
合
、
石
高
を
基
準
に
、
普
請
の
実
施
地
域
（
水
下
）
と
そ
れ
以
外
の

地
域
（
遠
所
）
で
負
担
割
合
が
異
な
る
も
の
の
、
美
濃
全
域
（
寛
永
十
四
年
（
一

六
三
七
）
以
降
、
手
限
普
請
と
な
っ
た
尾
張
・
大
垣
・
加
納
な
ど
の
諸
藩
を
除
く
）

の
領
主
、
村
々
に
負
担
を
強
制
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
方
式
以
外
に
も
、
幕
府
が
自
ら
の
費
用
負
担
と
責
任
に
お
い
て
実

施
す
る
公
儀
普
請
（
諸
藩
領
を
含
む
場
合
は
「
御
救
普
請
」
と
も
呼
ぶ
）、
幕
命

を
う
け
て
諸
大
名
が
他
領
の
工
事
負
担
を
行
う
手
伝
普
請
、
諸
藩
が
自
己
負
担

（
手
限
り
）
で
行
う
大
名
自
普
請
、
村
々
が
自
己
負
担
で
行
う
百
姓
自
普
請
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
治
水
制
度
の

基
本
は
国
役
普
請
で
あ
り
、
美
濃
で
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
四
十
七
回
も
の
実
施

を
み
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
高
木
三
家
は
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
国
役
普
請
の
奉

行
に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
、
早
く
か
ら
木
曽
三
川
流
域
の
治
水
・
用
水
に
関
す
る
役

儀
を
勤
め
た
。
こ
れ
ら
の
役
儀
は
、
い
ず
れ
も
個
別
・
臨
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た

が
、
大
規
模
開
発
が
流
域
水
害
に
直
結
し
て
く
る
な
か
、
流
域
全
体
を
視
野
に
入

れ
た
恒
常
的
な
河
川
管
理
体
制
が
模
索
さ
れ
は
じ
め
る
。

そ
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
○
三
）、
高
須
・
福
束
・
本

阿
弥
輪
中
七
十
二
か
村
の
訴
願
を
う
け
た
幕
府
に
よ
る
揖
斐
川
下
流
部
の
新
田
撤

去
で
あ
る
。
翌
年
に
は
、
美
濃
全
体
で
も
大
が
か
り
な
河
道
整
備
（
宝
永
の
大
取

払
い
）
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
河
道
を
直
線
化
し
、
洪
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

速
や
か
に
海
へ
排
出
す
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
化
す
る
方
策
で
あ
り
、
従
来
の

災
害
復
旧
中
心
か
ら
災
害
予
防
に
重
点
を
移
す
、
幕
府
治
水
政
策
の
転
換
を
告
げ

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
の
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）、
高
木
三
家
は
、

美
濃
郡
代
（
笠
松
）
と
同
等
の
権
限
を
有
す
る
川
通
掛
（
水
行
奉
行
）
に
任
命
さ

れ
、
以
後
、
障
害
物
の
撤
去
や
普
請
願
い
の
見
分
等
を
通
じ
て
河
道
管
理
を
行
う

「
多
良
役
所
」
と
し
て
、
笠
松
役
所
と
と
も
に
木
曽
三
川
の
水
政
を
司
る
こ
と
と

な
る
。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
元
禄
十
六
年
の
七
十
二
か
村
に
よ
る
領
域

を
超
え
た
訴
願
行
動
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
は
、
輪
中
地
域
で
こ
う
し
た
共
同
歩

調
を
と
っ
た
運
動
は
み
ら
れ
ず
、
流
域
に
お
け
る
共
同
性
の
萌
芽
と
し
て
、
さ
ら

に
具
体
的
な
動
き
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
、
寛
保

期
の
七
十
三
か
村
の
村
々
連
合
に
よ
る
三
川
分
流
運
動
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て

多
良
・
笠
松
役
所
が
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
妥
当
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
、

幕
府
に
よ
る
「
宝
暦
治
水
」
実
施
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
寛
保
期
の
運
動
に
つ
い
て
は
、「
御
料
私
領
大
分
之
百
姓
少
々
宛
得
手
勝
手

も
御
座
候
故
、
同
心
仕
達
而
御
願
得
不
申
上
、
漸
（
５
）」
出
願
し
た
と
の
証
言
も
あ

る
よ
う
に
、
利
害
調
整
の
困
難
性
を
ク
リ
ア
し
た
う
え
で
の
出
願
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
画
期
性
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
共
同
行
動
に
よ
る
抜
本
的
な
対
策
要
求
を
不
可
避
と
す
る
流
域
環
境

に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
西
高
木
家
作
成
の
「
水
損
所
村
々
高
付
」
を
用
い
、
流
域

二
四
四
か
村
の
う
ち
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
か
ら
五
か
年
平
均
で
、
損
毛
率

が
八
割
超
と
な
る
村
が
百
八
、
五
割
か
ら
七
割
が
八
十
四
、
三
割
が
五
十
二
と
、

危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
東
高
木
家
文
書
の
中
か
ら
も
、
別
の

関
連
情
報
が
見
つ
か
っ
た
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

【
史
料
一
（
６
）】

（
表
紙
）

「
宝
暦
三
年
酉
五
月
笠
松
御
代
官

青
木
次
郎
九
郎
様
よ
り

公
儀
江
御
伺
并
御
勘
定
所
よ
り
御
附
紙

之
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

覚
惣
高
弐
万
五
千
百
五
拾
九
石
之
内

但
高
百
石
ニ
付
永
八
拾
弐
文
四
分
四
厘
九
毛
内

御
料
高
壱
万
弐
千
弐
百
拾
八
石
四
斗
三
升
壱
合

金
高
弐
拾
両
弐
分
永
弐
百
四
拾
三
文
三
分
三
厘
之
内
　
勢
州
長
嶋
東
西
外
川

一
金
拾
両
永
七
拾
三
文
九
分
七
厘
　
　
魚
猟
運
上

但
子
よ
り
寅
迄
三
ヶ
年
先
請
負
金
高
之
通

内
壱
両
永
弐
百
三
拾
五
文
壱
分
六
厘
　
此
度
御
吟
味
ニ
付
増

勢
州
桑
名
郡
加
路
戸
新
田

請
負
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
蔵

同
国
同
郡
大
嶋
村八

十
郎
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外

高
壱
万
弐
千
九
百
四
拾
石
五
斗
六
升
九
合

金
拾
両
弐
分
永
百
六
拾
九
文
三
分
六
厘
　
増
山
対
馬
守
領
分
江
当
り
候
分

右
者

私
御
代
官
所
并

増
山
対
馬
守
領
分
入
会
、
勢
州
桑
名
郡
長
嶋
新
田
　
東

西
外
川
魚
猟
運
上
、
前
々

三
ヶ
年
請
負
ニ
而
、
年
季
明
ケ
之
節
者
先
格
を
以

対
馬
守
家
来
方
よ
り
近
辺
御
料
私
領
入
札
相
触
、
御
代
官
・
手
代
為
立
会
札

披
キ
仕
、
運
上
金
之
儀
者

其
時
々
御
代
官

相
伺
来
り
候
、
私
御
代
官
所
ニ

成
、
去
ル
卯
年
年
季
明
ニ
付
、
右
同
様
吟
味
仕
候
処
、
先
請
負
金
高

格
別

下
直
ニ
付
、
再
応
吟
味
仕
候
得
共
相
増
不
申
、
依
之
右
之
趣
を
以
相
伺
候
処
、

運
上
金
下
直
ニ

付
先
御
留
川
ニ

被
仰
付
候
由
御
下
知
ニ

付
、
其
段
川
通
村
々
江

申
渡
番
人
等
申
付
置
候
、
然
処
此
度
右
魚
猟
運
上
之
儀
吟
味
仕
相
伺
可
申
旨

被
仰
渡
候
付
、
先
格
之
通
対
馬
守
役
人
・
私
手
代
立
会
、
入
札
取
之
、
落
札

金
高
を
以
相
伺
候
処
、
尚
又
増
金
之
儀
吟
味
仕
、
先
請
負
金
高
を
以
相
伺
候

様
被
仰
渡
候
付
、
再
応
落
札
人
呼
出
吟
味
仕
候
処
、
先
達
而

も
申
上
候
通
近

年
ハ
川
床
埋
り
、
魚
猟
場
相
減
候
付
、
増
金
仕
候
而
者

御
請
難
仕
旨
申
之
候

得
共
、
尚
又
再
三
利
害
申
含
候
処
、
左
候
ハ
ヽ
当
酉
年
御
下
知
相
済
候
月

丸
三
ヶ
年
之
積
を
以
先
請
負
金
高
之
通
御
請
可
仕
旨
申
之
候
、
尤
再
入
札
相

触
吟
味
仕
候
得
共
、
一
向
入
札
望
人
無
御
座
候
間
、
右
之
積
り
を
以
被
仰
付

可
然
奉
存
候
、
猶
然
者
御
下
知
相
済
候
月

丸
三
ヶ
年
之
積
を
以
書
面
之
通

金
高
年
々
取
立
之
相
納
、
其
年
々
御
勘
定
ニ
組
仕
上
候
様
御
証
文
可
被
下
候
、

依
之
奉
伺
候
、
以
上

宝
暦
三
年
酉
五
月
　
　
　
青
木
次
郎
九
郎
印

御
勘
定
所

御
付
紙

書
面
之
勢
州
桑
名
郡
長
嶋
新
田
東
西
外
川
御
料
私
領
入
会
魚
猟
運
上
場
、
七

ヶ
年
以
前
卯
年
年
季
明
候
処
、
先
受
負
金
高

格
別
運
上
金
相
減
候
ニ
付
留

川
ニ
申
付
置
候
、
然
処
此
度
再
応
吟
味
之
上
先
受
負
金
高
之
通
ニ
而
丸
三
ヶ
年

請
負
之
積
被
相
伺
令
承
知
候
、
於
然
者

壱
ヶ
年
分
惣
金
高
弐
拾
両
弐
分
永
弐

百
四
拾
三
文
三
分
三
厘
之
内
、
御
料
所
分
金
拾
両
永
七
拾
三
文
九
分
七
厘
ニ

而
、
当
酉
七
月

来
ル
子
六
月
迄
中
年
三
ヶ
年
請
負
可
被
申
付
候
、
尤
右
金

年
々
取
立
之
郷
帳
ニ
記
、
御
勘
定
ニ
組
可
被
仕
上
候
、
且
子
年
ニ
至
り
、
年
季

明
キ
四
五
ヶ
月
前
諸
受
負
人
遂
吟
味
候
而
可
被
相
伺
候
、
断
者
本
文
ニ
有
之
候
、

以
上

酉
六
月

こ
れ
は
、
美
濃
郡
代
青
木
次
郎
九
郎

と
幕
府
勘
定
所
の
や
り
と
り
を
記
録

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
幕
府
及
び
長

島
藩
が
、
長
島
周
辺
の
川
漁
場
を
入

札
で
請
け
負
わ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
（
図
３
）、
請
負
高
が
著
し
く
低

い
た
め
、
一
旦
は
留
川
（
禁
漁
区
）

と
な
り
、
あ
ら
た
め
て
入
札
を
行
っ

た
も
の
の
、「
川
床
埋
り
漁
猟
場
相

減
候
」
た
め
、
応
札
者
の
確
保
に
も

難
渋
し
た
経
緯
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
宝
暦
治
水
前
夜
の
木
曽
三
川
下

流
部
で
は
、
激
し
い
土
砂
堆
積
作
用

に
よ
り
、
河
川
環
境
が
激
変
し
て
い

た
様
子
が
窺
え
る
貴
重
な
記
録
と
い

え
よ
う
。

三
　
宝
暦
治
水
の
諸
相

こ
う
し
た
流
域
環
境
を
抜
本
的
に

改
善
す
る
た
め
、
幕
府
に
対
し
、
流
域
村
々
及
び
多
良
・
笠
松
両
役
所
に
よ
る
水

行
普
請
要
求
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
五
月
、
幕
府
が
派

遣
し
た
代
官
吉
田
久
左
衛
門
は
、
高
木
三
家
や
郡
代
青
木
次
郎
九
郎
ら
と
と
も
に

現
地
調
査
を
行
い
、
三
川
分
流
に
む
け
た
壮
大
な
工
事
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に
至

る
。こ

の
過
程
で
流
域
村
々
や
関
係
役
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
、
現
在
確
認

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
三
六
○
点
余
に
の
ぼ
る
。
そ
の
多
く
は
、
普
請
願
い
の
有

無
と
要
求
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
面
で
は
、
三
川
分
流
を
第
一
の
要
求
と

し
た
大
垣
輪
中
八
十
八
か
村
の
意
見
書
や
（
７
）
、
左
に
掲
げ
た
高
須
輪
中
願
書
中

の
「
木
曽
川
伊
尾
川
川
分
ヶ
」
と
の
文
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
寛
保
期
に
胚
胎
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し
た
三
川
分
流
案
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
プ
ラ
ン
が
、
流
域
全
体
で
共
有
化
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

【
史
料
二
（
８
）】乍

恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事

濃
州
高
須
輪
中
本
阿
弥
輪
中
并

勢
州
金
廻
輪
中
御
料
私
領
高
数
万
石
之

水
損
村
々
、
今
度
奉
願
上
候
儀
左
之
通
ニ
御
座
候

一
、
駒
塚
村
と
西
加
賀
野
井
村
之
間
、
逆
川
御
築
留
奉
願
上
候
御
事

一
、
大
藪
村
と
勝
村
間
之
川
、
只
今
喰
違
石
堰
之
所
御
堤
同
様
ニ
御
築
留
奉

願
上
候
御
事

一
、
石
田
村
刎
猿
尾
一
ヶ
所
并

八
神
村

十
丁
野
村
江

御
築
留
奉
願
上
候
、

此
儀
ハ
先
年
之
通
木
曽
川
佐
屋
川
通
江
引
落
申
様
奉
願
上
候
御
事

一
、
藤
ヶ
瀬
村
と
神
明
津
村
と
之
間
、
小
川
御
築
留
奉
願
上
候
御
事

一
、
金
廻
村
刎
猿
尾
先
継
并
油
嶋
村
東
ニ
刎
猿
尾
奉
願
上
候
御
事

一
、
油
嶋
新
田

長
嶋
輪
中
松
之
木
村
北
角
江

御
堤
同
様
ニ

御
築
留
奉
願
上

候
、
則
土
場
之
儀
南
之
郷
村
寄
砂
を
以
被
仰
付
被
下
候
得
ハ
、
川
筋
相

立
申
候
御
事

一
、
太
田
新
田

勢
州
東
平
賀
村
西
角
江
築
渡
シ
、
帆
引
新
田

東
平
賀
村

江

築
渡
、
勢
州
今
嶋
村
と
新
川
通
御
立
、
万
寿
新
田
悪
水
落
圦
水
脇
ニ

相
成
候
様
ニ
奉
願
上
候
御
事

一
、
南
之
郷
村
附
砂
并
深
谷
部
谷
先
、
大
山
田
谷
先
、
右
三
ヶ
所
常
水

深

壱
間
川
堀
奉
願
上
候
御
事

一
、
多
度
谷
并

肬
江
谷
先
之
儀
、
大
鳥
居
村
今
嶋
村
境
江

谷
替
被
仰
付
被
下

候
様
奉
願
上
候
御
事

一
、
深
谷
部
谷
二
ヶ
所
之
儀
、
砂
留
奉
願
上
候
御
事

一
、
上
之
輪
東
角
川
形
直
ク
ニ
御
繰
込
奉
願
上
候
御
事

一
、
大
嶋
村
前
葭
生
場
御
切
欠
奉
願
上
候
御
事

一
、
加
路
戸
川
通
水
先
浜
地
蔵
江

押
付
、
桑
名
川
通
水
先
押
江

水
行
指
支
候

間
、
福
井
新
田
長
地
新
田
之
間
刎
猿
尾
奉
願
上
候
御
事

一
、
浜
地
蔵
東
海
口
其
外
、
川
々
海
口
ニ

置
留
申
候
大
寄
砂
・
葭
生
等
御

取
払
、
海
口
開
候
様
奉
願
候
御
事

右
者
美
濃
国
伊
尾
川
附
村
々
年
々
水
損
相
増
候
儀
ハ
、
木
曽
川
之
強
水
美
濃
国
伊

尾
川
通
江
所
々
落
合
之
所

逆
水
馳
込
候
故
水
損
仕
候
、
依
之
此
度
奉
願
上
候
ハ

木
曽
川
伊
尾
川
川
分
ケ
被
　
仰
付
被
下
置
候
得
ハ
、
向
後
美
濃
地
水
損
決
而
相
遁

レ
申
儀
ニ

御
座
候
間
、
御
慈
悲
を
以
御
入
用
ニ
而

御
普
請
被
　
仰
付
被
下
置
候
様
ニ

乍
恐
偏
奉
願
上
候
、
以
上

高
須
輪
中
御
料
惣
代

宝
暦
三
年
酉
五
月
　
濃
州
海
西
郡
森
下
村
庄
屋

角
兵
衛
（
印
）

同
国
同
郡
日
原
村
庄
屋

丈
右
衛
門
（
印
）

同
国
石
津
郡
内
記
村
庄
屋

伊
右
衛
門
（
印
）

同
国
同
郡
馬
目
新
田
庄
屋

才
兵
衛
（
印
）

本
阿
弥
輪
中
御
料
惣
代

同
国
同
郡
帆
引
新
田
庄
屋

与
四
郎
（
印
）

同
国
同
郡
本
阿
弥
新
田
庄
屋

善
　
　
七
（
印
）

同
国
同
郡
安
田
新
田
庄
屋

平
　
　
六
（
印
）

同
国
同
郡
七
右
衛
門
新
田
庄
屋

七
右
衛
門
（
印
）

金
廻
輪
中
御
料
惣
代

勢
州
桑
名
郡
金
廻
村
庄
屋

源
　
　
蔵
（
印
）

同
国
同
郡
油
嶋
新
田
庄
屋

忠
左
衛
門
（
印
）

多
良
御
役
所

し
か
し
、
こ
う
し
た
普
請
要
求
の
一
方
で
、
他
村
々
の
普
請
願
い
に
反
対
す
る
意

見
書
が
、
五
○
点
余
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
普
請
の

実
施
が
、
さ
ら
な
る
地
域
間
対
立
を
増
幅
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
と
い
え
よ

う
。現

存
す
る
反
対
意
見
書
に
は
、
揖
斐
川
上
流
の
大
谷
川
・
相
川
・
牧
田
川
や
長
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良
川
支
流
糸
貫
川
の
エ
リ
ア
に
お
け
る
新
規
普
請
願
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
。
木

曽
三
川
の
う
ち
で
も
特
に
揖
斐
川
の
滞
水
問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
逆
水
氾
濫

な
ど
で
上
・
中
流
に
も
被
害
が
及
ぶ
な
か
で
、
新
規
普
請
願
が
多
く
出
さ
れ
た
こ

と
へ
の
反
応
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
二
○
○
二
年
の
台
風
六
号
災
害
で
は
、
大
谷
川
の
洗
堰
が
溢
流
し

て
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
大
垣
市
荒
崎
地
区
に
対
し
、
荒
崎
地
区
に
隣
接
し
な
が
ら

も
、
輪
中
堤
の
存
在
に
よ
り
被
害
を
免
れ
た
十
六
町
（
旧
十
六
村
）
に
注
目
が
集

ま
っ
た
が
、
こ
の
十
六
村
が
輪
中
化
に
む
け
て
動
き
始
め
た
の
は
宝
暦
三
年
五
月

が
始
ま
り
で
あ
り
、
左
に
み
る
如
く
、
宝
暦
治
水
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
（
９
）。

【
史
料
三
（
10
）】

乍
恐
以
口
上
書
奉
願
上
御
事

一
、
濃
州
不
破
郡
十
六
村
之
儀
、
全
体
地
低
之
場
所
ニ
而
、
年
来
水
損
相
続
、

甚
以
困
窮
仕
罷
在
候
、
然
所
此
度
川
通
御
見
分
被
為
遊
候
付
、
乍
　
恐

御
願
申
上
候
、
当
村
之
儀
、
出
水
之
節
、
相
川
通
大
谷
川
通
其
外
川
々

落
合
、
其
上
牧
田
川
逆
水
仕
、
田
畑
水
損
、
村
中
家
内
江
茂
水
入
申
候
、

依
之
此
度
御
願
申
上
候
ハ
、
相
川
通
当
村
地
境

木
廃
川
江

川
替
被

仰
付
、
其
上
田
畑
境
ニ

水
除
囲
仕
度
奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
　
仰
付

被
下
置
候
得
者

水
損
茂

相
遁
御
百
姓
茂

相
続
可
仕
与

奉
存
候
、
奉
願
上
候

通
被
為
　
仰
付
被
下
置
候
ハ
ヽ
重
々
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

酉
（
宝
暦
三
年
）
六
月
　
　
　
十
六
村
庄
屋
　
文
右
衛
門
（
印
）

同
断
　
　
　
久
右
衛
門
（
印
）

組
頭
　
　
　
平
兵
衛
　
（
印
）

同
断
　
　
　
幸
四
郎
　
（
印
）

多
良
御
役
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
百
姓
代
　
源
内
　
　
（
印
）

ま
た
、
意
見
書
の
な
か
に
は
、
次
の
如
く
、
交
換
条
件
を
付
け
て
い
る
場
合
も

少
な
か
ら
ず
あ
り
、
複
雑
に
利
害
関
係
が
交
錯
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

【
史
料
四
（
11
）】

乍
恐
書
付
を
以
申
上
候

一
、
此
度
飯
積
村
・
金
屋
村
・
直
江
村
・
祖
父
江
村
右
四
ヶ
村

小
畑
川

替
之
儀
御
願
被
申
上
候
得
共
、
右
川
替
被
　
仰
付
候
而

ハ
牧
田
川
逆
水

相
増
シ
、
当
村
甚
差
障
り
ニ

罷
成
申
候
、
然
共
右
四
ヶ
村
と
申
合
、
烏

江
村
・
高
渕
村
之
間
、
川
浚
御
願
申
上
候
ニ

付
、
差
障
り
御
願
も
不
申

上
候
、
若
々
川
浚
御
普
請
御
願
相
叶
不
申
、
小
畑
川
替
斗
被
　
仰
付
候

而
ハ
甚
差
障
り
難
儀
至
極
ニ
奉
存
候
間
、
幾
重
ニ
も
先
規
之
通
御
差
置
被

為
下
候
様
ニ
奉
願
上
候
、
以
上不

破
郡
綾
野
村
庄
屋
　
元
右
衛
門
（
印
）

宝
暦
三
年
酉
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
以
下
九
名
略
〉

多
良
御
役
所

こ
の
ほ
か
、
三
川
分
流
を
進
め
る
う
え
で
核
と
な
る
揖
斐
川
下
流
部
で
の
七
郷

輪
中
堀
割
や
逆
川
〆
切
案
に
も
反
対
意
見
が
出
て
お
り
、
設
計
困
難
な
状
況
の
な

か
で
普
請
に
臨
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
調
査
を
経
て
、
幕
府
内
で
最
終
調
整
が
図
ら
れ
た
の
ち
、
同
年
十

二
月
、
薩
摩
藩
島
津
氏
に
手
伝
普
請
が
命
じ
ら
れ
、
翌
宝
暦
四
年
二
月
か
ら
五
年

五
月
ま
で
続
く
、
い
わ
ゆ
る
宝
暦
治
水
が
開
始
さ
れ
た
。
な
お
、
普
請
の
様
相
に

入
る
前
に
、
幕
府
か
ら
手
伝
い
を
命
じ
ら
れ
た
薩
摩
藩
の
動
向
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。
と
い
う
の
も
、
東
高
木
家
文
書
と
並
行
し
た
西
高
木
家
文
書
の
調
査

を
通
じ
て
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
に
遭
遇
し
た
か
ら
で
あ
る
。

【
史
料
五
（
12
）】

御
用
懸
り
打
寄
評
議
之
上
、
左
之
趣
江
戸
表
へ
書
翰
差
下
之

以
切
紙
啓
上
仕
候
、
此
度
御
手
伝
役
人
遠
国
も
の
ニ
而
諸
事
御
用
筋
不
案
内
ニ

御
座
候
、
御
用
弁
兼
候
儀
御
座
候
間
、
不
苦
事
ハ
助
言
等
仕
、
御
用
不
指
支

様
取
斗
申
候
、
然
処
ヶ
所
限
御
普
請
目
論
見
不
相
知
候
ニ

付
、
金
高
難
積
、

村
請
ニ

相
渡
候
儀
差
支
候
由
、
元
積
り
高
承
度
旨
右
役
人
申
之
候
得
共
、
右

ハ
不
為
相
知
事
ニ

付
、
功
者
成
者
も
可
有
御
座
候
間
、
い
か
様
共
取
斗
候
様

申
談
置
候
処
、
先
達
而

相
渡
り
候
帳
面
斗
ニ
而

ハ
何
分
ニ

も
難
積
候
ゆ
へ
、
村

請
ニ
渡
候
儀
、
相
対
調
兼
候
旨
申
之
、
御
用
之
差
支
ニ
罷
成
申
候
間
、
申
分
ニ

指
置
候
而

ハ
村
請
負
極
り
不
申
、
御
普
請
取
懸
り
相
滞
候
付
、
私
共
并

見
廻

り
御
普
請
役
打
寄
色
々
評
議
仕
候
処
、
ヶ
所
限
入
用
高
不
申
聞
候
而

ハ
、
い

つ
迄
も
埒
明
不
申
差
支
可
申
趣
ニ
御
座
候
間
、
不
及
是
非
凡
積
申
聞
候
、
依

之
御
内
々
申
上
置
候
、
以
上

二
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
久
左
衛
門
　
印

青
木
次
郎
九
郎
　
印

高
木
玄
蕃
　
　
　
印
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高
木
内
膳
　
　
　
印

高
木
新
兵
衛
　
　
印

追
而

申
上
候
、
只
今
迄
ハ
惣
而

御
手
伝
御
普
請
之
儀
、
町
人
請
負
多
御
座
候

付
、
い
か
様
ニ
仕
候
哉
、
元
積
り
金
高
承
知
、
御
手
伝
役
人
も
承
知
之
趣
ニ
而
、

元
積
り
金
高
ニ
何
割
増
と
申
候
而
請
負
ニ
渡
シ
候
と
申
儀
、
次
郎
九
郎
・
久
左

衛
門
・
御
普
請
役
共
ニ

前
々
よ
り
及
承
申
候
処
、
此
度
之
御
手
伝
役
人
ハ
正

直
一
偏
ニ
而
働
キ
無
之
相
見
へ
、
其
上
村
方
之
も
の
も
ヶ
所
附
帳
斗
取
候
而
ハ

金
高
積
成
兼
、
村
請
へ
相
対
調
兼
候
義
と
相
聞
候
付
、
本
文
之
通
取
斗
申
候

こ
れ
は
、
現
地
で
指
揮
に
あ
た
る
幕
府
代
官
・
美
濃
郡
代
・
高
木
三
家
か
ら
勘
定

奉
行
一
色
周
防
守
宛
の
書
簡
控
で
あ
る
が
、
宝
暦
治
水
に
着
手
す
る
「
鍬
初
」
直

前
（
宝
暦
四
年
二
月
二
六
日
）
の
状
況
が
生
々
し
く
描
か
れ
た
大
変
興
味
深
い
内

容
を
含
ん
で
い
る
。

因
み
に
、
こ
の
手
伝
普
請
は
、
幕
府
が
指
揮
・
監
督
す
る
も
の
で
あ
り
、
手
伝

方
の
薩
摩
藩
の
役
目
は
、
資
金
を
用
意
し
、
人
足
動
員
や
資
材
を
調
達
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
宝
暦
治
水
で
は
「
村
方
御
救
」
と
し
て
町
人
請
負
を
採
ら

ず
（
の
ち
、
薩
摩
側
の
要
求
で
一
部
難
工
事
を
例
外
的
に
町
人
請
負
と
し
た
）、

地
元
百
姓
を
賃
人
足
と
し
て
動
員
す
る
村
請
負
を
基
本
方
針
と
し
て
い
た
た
め
、

各
現
場
と
な
る
村
方
で
の
人
足
や
資
材
の
見
積
作
業
が
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
て

い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
薩
摩
藩
側
で
は
幕
府
が
設
計
時
に

行
っ
た
見
積
デ
ー
タ
を
知
ら
な
い
た
め
、
村
方
に
よ
る
見
積
の
可
否
判
断
に
困
り
、

村
請
と
し
て
措
置
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
薩
摩
藩
側
か
ら
、
元
デ
ー
タ
を

示
す
よ
う
に
懇
願
さ
れ
た
「
御
用
懸
」
の
高
木
ら
は
、
本
来
は
非
公
開
の
原
則
で

あ
る
と
し
て
、
一
旦
は
情
報
の
提
供
を
峻
拒
す
る
も
の
の
、
放
置
し
た
状
態
で
は

工
事
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
や
む
な
く
概
要
を
知
ら
せ
た
と
あ
る
。
こ
の

史
料
は
、
高
木
ら
現
地
責
任
者
が
、
指
揮
を
仰
ぐ
勘
定
奉
行
に
、
情
報
提
供
の
事

後
承
諾
を
と
る
た
め
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
問
題
が
生
じ
た
背
景
に
は
、
手
伝
普
請
に
お
い
て
村
請
方
式
が
採
ら

れ
た
こ
と
が
一
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

「
只
今
迄
ハ
惣
而
御
手
伝
御
普
請
之
儀
、
町
人
請
負
多
御
座
候
付
、
い
か
様
ニ
仕
候

哉
、
元
積
り
金
高
承
知
、
御
手
伝
役
人
も
承
知
之
」
と
述
べ
る
裏
に
は
、
非
公
開

情
報
で
あ
る
元
見
積
額
が
、
業
者
及
び
手
伝
大
名
方
に
筒
抜
け
に
な
る
仕
掛
け
が

あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、「
い
か
様
ニ
仕
候
哉
」
と
述
べ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
幕

府
内
で
は
暗
黙
の
了
解
事
項
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
薩
摩
役

人
は
、
そ
の
情
報
入
手
に
失
敗
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、「
正
直
一

偏
ニ
而
働
キ
無
之
」
と
の
酷
評
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
13
）。

さ
て
、
宝
暦
治
水
の
普
請
は
四
つ
の
工
区
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
東
高

木
家
の
高
木
内
膳
貞
往
が
担
当
し
た
三
之
手
（
墨
俣
輪
中
〜
本
阿
弥
輪
中
）
普
請

を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
。

こ
の
三
之
手
で
困
難
を
極
め
た
の
は
、
長
良
・
揖
斐
両
川
を
貫
流
す
る
大
榑
川

へ
の
洗
堰
設
置
工
事
で
あ
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
大
榑
川
洗
堰
や
油
島
締
切
堤

は
当
初
設
計
と
し
て
確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
複
雑
な
利
害
関
係
を
勘
案
し
な

が
ら
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
あ
わ
せ
て
検
討
・
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
（
14
）。
当
時
の
普
請
の
あ
り
方
は
、（
自
然
観
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
が
）
慎

重
な
試
行
と
絶
え
ざ
る
見
直
し
に
特
徴
が
あ
り
、
当
初
プ
ラ
ン
に
固
執
す
る
硬
直

し
た
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、「
見
試
し
」
と
い
う
修
正
を
織
り
込
ん
だ

手
法
と
し
て
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
今
な
お
汲
む
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
（
15
）。

実
際
の
普
請
は
、
前
年
の
洪
水
破
損
箇
所
修
復
と
定
式
普
請
を
行
う
一
期
工
事

と
、
水
行
直
し
の
二
期
工
事
に
分
け
ら
れ
、
い
ず
れ
も
先
述
の
通
り
、
幕
府
普
請

方
の
設
計
に
も
と
づ
き
、
薩
摩
藩
が
人
員
・
資
材
を
調
達
し
、
原
則
と
し
て
村
方

請
負
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
人
足
と
し
て
動
員
さ
れ
た
の
は
、
次
の
史
料

に
も
あ
る
よ
う
に
、
居
村
人
足
は
も
と
よ
り
、
他
国
人
足
、
さ
ら
に
は
子
供
人
足

も
含
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
文
字
通
り
の
人
海
戦
術
で
竣
工
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で

あ
っ
た
。

【
史
料
六
（
16
）】

一
、
右
者
飯
木
村
定
式
御
普
請
所
相
懸
り
候
人
足
相
違
無
御
座
候
御
事

一
、
右
之
通
帳
面
差
出
し
候
様
、
御
手
伝
御
固
屋

被
仰
付
、
則
相
認
差
上

申
候
事

一
、
右
之
内
、
他
国
人
足
之
分
、
壱
日
壱
人
賃
金
三
匁
四
分
ニ
相
究
メ
雇
申

候
、
是
ハ
三
月
下
旬
御
普
請
急
ニ

皆
出
来
致
さ
せ
候
様
被
　
仰
付
、
居

村
人
足
斗
ニ
而
者
御
定
日
出
来
無
心
元
奉
存
、
高
賃
金
之
人
足
相
雇
申
候

御
事

一
、
居
村
子
共
人
足
之
分
、
三
人
を
以
壱
人
ニ

御
立
被
下
候
様
ニ

御
手
伝
御
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固
屋
へ
申
上
、
猶
右
他
国
人
足
壱
人
三
匁
四
分
被
下
候
様
も
兼
而

申

上
置
候
御
事

こ
れ
と
は
別
に
、
大
榑
川
洗
堰
な
ど
の
難
工
事
で
は
、
水
中
作
業
が
伴
う
た
め
、

先
述
の
通
り
、
町
人
請
負
普
請
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
完
成
し
た
洗
堰
は
、
当
時

の
普
請
技
術
の
粋
を
集
め
た
全
長
九
十
八
間
（
一
七
七
ｍ
）、
横
二
十
三
間
（
四

二
ｍ
）
の
巨
大
な
構
造
物
で
あ
っ
た
（
図
４
）。

し
か
し
こ
れ
も
、
竣
工
直
後
の
洪
水
で
右
岸
が
決
壊
し
、
そ
の
機
能
を
失
っ
て

し
ま
う
（
図
５
）。
そ
こ
で
、
宝
暦
八
年
、
位
置
を
長
良
川
落
口
に
変
更
し
、
百
姓

自
普
請
に
よ
り
再
築
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
は
、
結
成
さ
れ
た
洗
堰
組
合
村
々
の
手

で
維
持
管
理
が
続
け
ら
れ
、
明
治
改
修
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
の
大
榑
川
普
請
で
は
、
当
初
、

締
切
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
影

響
を
憂
慮
し
た
対
岸
の
桑
原
・
小
藪
輪
中

か
ら
、
本
堤
同
様
の
仕
様
な
ら
ば
輪
中
堤

の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
洗
堰
の
採
用
を
求
め
ら
れ
て
い
た
（
17
）
。
最
終

的
に
は
洗
堰
方
式
が
採
用
さ
れ
た
た
め
、
要
求
は
撤
回
さ
れ
た
が
、
後
年
、
右
に

み
た
組
合
村
々
に
よ
り
洗
堰
の
機
能
が
強
化
さ
れ
る
に
従
い
、
長
良
川
筋
の
村
々

で
は
河
床
及
び
水
位
の
上
昇
が
起
こ
り
、
つ
い
に
は
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、

洗
堰
の
撤
去
を
求
め
る
争
論
が
勃
発
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
大
榑
川
洗
堰
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
宝
暦
治
水
に
よ
り
利

益
を
得
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
不
利
益
を
蒙
る
地
域
も
あ
り
、
工
事
の
竣
工
そ
の
も

の
が
、
新
た
な
矛
盾
と
地
域
間
争
論
へ
の
契
機
と
な
り
う
る
と
こ
ろ
に
、
流
域
治

水
の
困
難
性
が
あ
っ
た
。

四
　
地
域
間
矛
盾
の
広
が
り

こ
の
よ
う
に
、
宝
暦
治
水
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
大
榑
川
洗
堰

や
油
島
締
切
堤
は
、
そ
の
後
の

修
築
を
へ
て
よ
り
強
固
な
も
の

と
な
り
、
三
川
合
流
の
問
題
に

は
一
定
の
解
決
を
も
た
ら
し
た

が
、
水
勢
の
鈍
化
や
土
砂
堆
積

作
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
地

域
間
矛
盾
を
増
幅
し
、
よ
り
広

域
化
し
た
争
論
を
惹
き
起
こ
す

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
三
川
分

流
を
試
み
た
宝
暦
治
水
で
最
難

関
と
さ
れ
た
油
島
締
切
工
事
に

つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
こ
の

工
事
で
は
、
先
の
「
見
試
し
」

施
工
に
よ
り
、
影
響
を
観
察
す

る
た
め
、
三
川
合
流
部
の
油

島
・
松
之
木
間
（
全
長
二
km
）

の
う
ち
、
中
間
の
約
五
四
○
ｍ
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図４　〔大榑川洗堰出来形絵図〕（東141）61.0×147.6cm

図５　大榑川洗堰大藪村方外畑欠所絵図（東45－3）43.6×31.2cm

図５　勢州油島地先洗堰〆切御普請願絵図（東43－1）62.5×116.4cm



を
開
口
し
た
ま
ま
で
竣
工
し
た
。

し
か
し
、
不
完
全
な
締
切
で
は
、
木
曽
川
か
ら
激
流
・
土
砂
が
押
し
寄
せ
る
た

め
、
揖
斐
川
筋
の
村
々
で
は
、
竣
工
直
後
か
ら
、
そ
の
締
切
を
求
め
る
運
動
を
開

始
し
て
い
る
（
図
６
）。

【
史
料
七
（
18
）】

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
濃
州
大
垣

下
御
料
御
私
領
御
高
凡
拾
万
石
余
之
御
田
地
、
悪
　
水
ハ

不
残
伊
尾
川
通
江

落
出
申
候
、
然
ル
処
木
曽
川
・
長
良
川
之
儀
ハ
伊
尾

川
よ
り
常
水
五
尺
余
高
ク
流
出
申
候
而
、
長
良
川
之
儀
ハ
大
藪
村
ニ
而
伊

尾
川
江
押
込
、
木
曽
川
之
儀
ハ
成
戸
村
ニ
而
長
良
川
と
落
合
、
夫
よ
り
流

下
り
油
嶋
新
田
先
ニ
而
伊
尾
川
通
江
落
入
、
伊
尾
川
之
常
水
速
ク
盛
上
候

故
、
悪
水
落
差
支
、
毎
年
御
田
地
水
損
毛
仕
候
ニ

付
、
川
通
御
普
請
奉

願
上
候
得
ハ
、
七
年
以
前
酉
年
御
手
伝
御
普
請
被
　
仰
付
被
下
難
有
奉

存
候
、
右
水
損
相
止
可
申
御
普
請
之
専
一
ハ
上
者

大
藪
村
洗
堰
被
　
仰

付
長
良
川
之
水
伊
尾
川
江

落
入
不
申
、
下
ハ
油
嶋
新
田
先
よ
り
松
木
村

江

〆
切
御
普
請
被
　
仰
付
、
木
曽
川
・
長
良
川
之
水
伊
尾
川
江

押
込
不

申
候
得
ハ
、
伊
尾
川
之
常
水
五
尺
余
低
罷
成
候
ニ

付
、
往
古
之
通
村
々

悪
水
落
宜
罷
成
申
候
故
、
奉
願
候
得
者

、
願
之
通
被
　
仰
付
被
下
、
大

藪
村
之
儀
者

洗
堰
ニ

被
　
成
下
、
油
嶋
新
田
先
之
儀
ハ
〆
切
御
普
請
被

仰
付
奉
悦
候
所
、
御
普
請
半
途
右
〆
切
之
中
三
百
間
余
　
御
明
御
見
合

之
段
被
　
仰
付
候
ニ

付
奉
驚
、
村
々
百
姓
力
ヲ
落
恐
多
奉
存
候
得
共
、

是
非
々
願
之
通
御
〆
切
被
下
置
候
様
ニ

奉
願
候
得
ハ
、
当
時
御
見
合
之

段
被
　
仰
渡
候
故
、
無
是
非
奉
畏
候
、
尤
油
嶋
新
田
先
御
普
請
被
　
仰

付
被
下
、
少
々
之
御
益
ハ
有
之
候
得
共
、
三
百
間
余
之
所
明
ケ
所
ニ

罷

成
候
故
、
水
場
村
々
水
損
相
遁
申
儀
無
御
座
候
ニ

付
、
其
後
多
良
笠
松

両
御
役
所
江
先
達
而
願
之
通
被
　
仰
付
被
下
候
様
ニ
と
奉
願
罷
有
候
内
ニ
、

去
寅
春
所
々
御
普
請
出
来
栄
為
御
見
分
江
戸

御
大
身
様
方
当
国
江

御
越
被
遊
、
右
奉
願
上
置
候
御
普
請
笠
松
御
役
所
江

御
願
被
成
下
候
様

ニ
願
書
絵
図
指
上
、
御
場
所
ニ
お
ゐ
て
木
曽
川
之
水
伊
尾
川
江
逆
水
之
躰
、

直
ニ

奉
入
御
覧
候
而

、
種
々
御
願
申
上
候
者

大
藪
村
ニ
而

洗
堰
御
普
請
被

仰
付
候
ニ

付
、
長
良
川
之
方
と
伊
尾
川
之
方
と
六
尺
余
違
申
儀
眼
前
ニ

御
座
候
、
油
嶋
新
田
先
御
見
合
之
所
洗
〆
切
御
普
請
被
　
仰
付
被
下
置

候
得
ハ
、
五
尺
余
水
低
ク
相
成
申
候
、
然
ル
上
ハ
村
々
悪
水
落
取
宜
罷

成
候
故
、
先
年
之
通
御
田
地
立
返
り
御
料
御
私
領
数
万
之
百
姓
難
有
相

続
仕
御
儀
ニ
御
座
候
、
最
早
明
所
御
普
請
纔
之
不
足
ニ
而
大
分
之
御
田
地

立
返
り
不
申
、
乍
恐
先
万
歎
ヶ
鋪
奉
存
候
、
当
年
之
儀
ハ
諸
国
一
統
作

方
宜
候
得
共
、
水
場
村
々
之
儀
ハ
作
毛
仕
附
候
而

も
内
溜
り
水
落
取
り

悪
敷
水
損
相
止
不
申
、
農
業
出
勢
仕
候
而
茂

無
所
詮
不
及
力
難
儀
至
極

仕
候
、
此
分
ニ

御
差
置
被
遊
候
而
者

木
曽
川
通
砂
夥
敷
御
儀
ニ

御
座
候
得

ハ
、
昼
夜
流
下
リ
右
明
所
よ
り
伊
尾
川
通
江

逆
水
ニ

准
シ
馳
込
、
伊
尾

川
之
下
桑
名
川
江
も
流
出
、
追
付
川
瀬
埋
り
申
候
而
川
床
次
第
ニ
高
ク
成

申
儀
ニ

御
座
候
、
御
慈
悲
之
御
了
簡
を
以
御
見
分
之
上
明
所
〆
切
御
普

請
被
　
仰
付
被
下
置
候
様
ニ

奉
願
上
候
、
右
願
之
通
被
　
仰
付
被
下
候

得
ハ
、
前
々
之
通
御
年
貢
御
収
納
も
仕
、
御
救
之
余
力
を
以
村
々
数
万

之
百
姓
相
続
可
仕
と
難
有
奉
存
候
、
以
上

美
濃
国
石
津
郡
帆
引
新
田

宝
暦
九
年
卯
八
月
　
　
　
　
　
庄
屋

与
四
郎
（
印
）

〈
以
下
二
十
九
名
略
〉

多
良
御
奉
行
所

こ
う
し
た
揖
斐
川
筋
村
々
の
動
き
に
対
し
、
木
曽
川
沿
い
の
尾
州
海
西
郡
・
海

東
郡
九
十
八
か
村
は
、
以
下
に
見
る
通
り
、
油
島
締
切
堤
に
よ
る
尾
張
側
堤
へ
の

影
響
で
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
の
西
保
村
堤
決
壊
に
よ
る
大
水
害
な
ど
が
生

じ
て
い
る
と
し
て
、
断
固
反
対
を
唱
え
て
い
る
。

【
史
料
八
（
19
）】

（
包
紙
）

「
尾
州
御
領
海
西
郡
海
東
郡
村
々
願
書
」

乍
恐
奉
願
上
候
御
事

勢
州
油
嶋
新
田
并

松
之
木
村
両
方
よ
り
去
ル
戌
年
御
築
出
之
猿
尾
之
儀
、
今

度
御
目
論
見
ニ
而
〆
切
又
者
洗
堰
相
成
候
様
及
承
申
候
、
全
躰
右
場
所
之
儀
者

木
曽
川
伊
尾
川
落
合
之
場
所
ニ
而

、
両
川
出
水
之
節
双
方
江

水
開
キ
申
儀
ニ
而

、

伊
尾
川
之
儀
者

川
丈
ヶ
も
少
ク
御
座
候
付
、
出
水
引
取
も
早
ク
候
故
、
木
曽

川
之
水
桑
名
川
通
江

も
水
開
キ
申
候
処
、
戌
年
右
猿
尾
出
来
以
後
木
曽
川
之

儀
水
開
キ
不
宜
、
殊
更
当
時
者

加
路
戸
川
御
切
広
之
節
、
見
入
川
御
〆
切
被
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遊
川
末
一
川
相
減
、
出
水
之
節
者

勿
論
常
水
共
尾
州
方
堤
江

当
テ
強
ク
御
座

候
、
既
ニ

猿
尾
出
来
後
去
ル
丑
年
海
西
郡
西
保
村
堤
切
込
数
百
ヶ
村
大
難
ニ

及
ひ
、
其
外
美
濃
方
御
堤
も
追
々
切
入
候
段
、
乍
憚
御
見
聞
被
遊
候
通
ニ
而

常
々
堤
欠
所
等
追
々
出
来
仕
候
、
今
般
右
中
明
之
所
万
一
御
〆
切
洗
堰
等
ニ

被
仰
付
候
而
者
、
弥
以
尾
州
海
西
海
東
両
郡
囲
堤
決
而
危
ク
、
私
共
村
々
度
々

切
込
可
申
と
迷
惑
至
極
奉
存
候
、
右
之
仕
合
ニ

付
、
海
辺
落
口
水
開
之
儀
、

全
躰
水
行
之
御
模
通
御
願
申
上
度
奉
存
候
仕
合
ニ
御
座
候
処
、
又
候
今
般
之

風
聞
奉
驚
歎
ヶ
敷
奉
存
候
間
、
大
勢
之
者
共
御
救
と
被
思
召
、
哀
御
憐
憫
を

以
、
右
〆
切
洗
堰
之
儀
御
指
止
被
遊
被
下
置
候
様
偏
ニ

奉
願
上
候
、
右
申
上

候
通
御
普
請
被
　
仰
付
候
而
者

至
極
指
支
罷
成
申
候
間
、
乍
恐
只
今
迄
之
通

御
指
置
被
為
遊
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

尾
州
御
領
海
西
郡

（
明
和
元
年
）

鯏
浦
村
庄
屋

勘
右
衛
門
（
印
）

〈
以
下
五
十
六
名
略
〉

多
良
御
役
所

こ
れ
以
後
も
、
文
政
二
年
（
一
八
二
九
）
に
は
、
立
田
輪
中
ほ
か
木
曽
川
筋
一

三
二
か
村
が
、
締
切
堤
の
恩
恵
を
う
け
る
揖
斐
川
筋
二
四
二
か
村
を
訴
え
る
と
い

う
大
規
模
訴
訟
が
起
き
る
な
ど
、
広
域
争
論
が
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
大
規
模
な
河
道
整
備
な
ど
、
上

流
か
ら
下
流
に
い
た
る
流
域
一
貫
の
施
策
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
幕
藩
領
主
制
の

枠
内
で
は
自
ず
と
限
界
が
あ
り
、
新
た
な
条
件
の
も
と
で
の
課
題
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
流
域
社
会
の
な
か
に
、
利
害
を
調
整
し
、
連
帯
す
る
い
く
つ
か

の
地
域
グ
ル
ー
プ
や
組
織
が
育
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
、
宝
暦
治
水
を
契
機
に
、
上
か
ら
結
成
さ
れ
た
輪
中
組
合
も
含
め
、

十
八
世
紀
半
ば
以
降
の
動
き
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
未
だ
萌
芽
的
で
あ
る
そ
れ

を
、
捉
え
き
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
幕
藩
領
主
制
が
揺
る
ぎ
だ
す

な
か
で
、
治
水
問
題
と
流
域
社
会
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
い
、
変
貌
を
遂
げ
よ

う
と
し
て
い
た
の
か
な
ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

む
す
び
に

今
回
取
り
上
げ
た
東
高
木
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
調
査
成
果
と
し
て
、
附
属
図

書
館
二
○
○
四
年
秋
季
特
別
展
で
中
間
報
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
20
）
。
な

お
、
輪
中
の
豪
農
で
あ
っ
た
森
川
家
に
は
、
こ
の
東
高
木
家
文
書
と
は
別
に
、
地

域
や
村
、
経
営
に
関
わ
る
豊
か
な
史
料
が
伝
来
し
て
お
り
、
こ
と
治
水
に
関
し
て

は
、
支
配
・
被
支
配
の
両
面
を
観
察
で
き
る
史
料
環
境
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
目

下
、
こ
う
し
た
特
長
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
調
査
・
研
究
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

今
後
は
、
継
続
調
査
の
う
え
、「
東
高
木
家
治
水
文
書
目
録
（
仮
称
）」
を
公
開

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
西
・
東
・
北
の
三
高
木
家
文
書
を
デ
ジ
タ
ル
統
合

し
、
関
連
資
料
と
も
リ
ン
ク
づ
け
る
こ
と
で
、
木
曽
三
川
流
域
の
人
と
自
然
の
関

係
史
を
物
語
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
を
計
画
し
て
お
り
、
二
○
○
五
年
の
春
か
ら
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
部
を
一
般
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
小
稿
で
は
、
東
高
木
家
文
書
を
紹
介
す
る
形
で
、「
宝
暦
治
水
」
に
つ

い
て
若
干
の
検
討
を
行
っ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後
、
右
に
述
べ
た
情
報
環
境
の

整
備
も
あ
わ
せ
行
い
な
が
ら
、
流
域
治
水
史
の
豊
富
化
に
向
け
、
あ
ら
た
め
て

「『
宝
暦
治
水
』
の
虚
像
と
実
像
」
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

註（
１
）
拙
稿
「
木
曽
三
川
流
域
治
水
史
再
考
」『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
』
一
、
二

○
○
三
年
、
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
薩
摩
義
士
」
像
の
成
り
立
ち
に
は
、
高
木
家

文
書
が
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
な
お
、「
薩
摩
義
士
」
像
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、

羽
賀
祥
二
「
治
水
の
神
の
誕
生
―
宝
暦
薩
摩
義
士
と
木
曽
三
川
流
域
―
」『
歴
史
学
研
究
』

七
四
二
、
二
○
○
○
年
、
を
参
照
。

（
２
）「
寛
保
期
に
お
け
る
木
曽
三
川
流
域
調
査
」『
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
研
究
年
報
』
二
、

二
○
○
四
年
。
以
下
、
別
稿
と
呼
ぶ
。

（
３
）
本
稿
は
、
二
○
○
四
年
十
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
二
○
○
四

年
秋
季
特
別
展
講
演
会
「
宝
暦
治
水
の
虚
像
と
実
像
」
で
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。

（
４
）
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
『
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅱ
―
新
発
見
史
料
・
北
高
木
家

文
書
に
み
る
木
曽
三
川
流
域
の
歴
史
・
環
境
・
技
術
―
』
二
○
○
三
年
、
を
参
照
。

（
５
）
東
高
木
家
文
書
（
仮
番
）
133
―

１
（
延
享
元
年
正
月
願
書
写
）。
以
下
、
東
（
西
高
木
家

文
書
に
つ
い
て
は
「
西
」）
133
―

１
と
表
記
す
る
。

（
６
）
東
17
―

８
。
史
料
文
中
の
傍
線
は
引
用
者
（
以
下
同
じ
）。
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（
７
）
西
Ｅ
３
―

１
―

713
。
原
昭
午
「
近
世
の
治
水
」『
木
曽
三
川
流
域
誌
』
建
設
省
中
部
地
方

建
設
局
、
一
九
九
二
年
、
を
参
照
。

（
８
）
東
22
―

７
。

（
９
）
な
お
、
十
六
村
の
輪
中
化
出
願
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文

の
通
り
、
宝
暦
三
年
に
は
輪
中
化
の
動
き
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
周
囲
の
反
対
が
続
き
、

十
六
輪
中
が
正
式
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
間
の
経
緯
及
び
二
○
○
二
年
災
害
と
の
関
連
は
、
伊
藤
安
男
「
大
谷
川
洗
堰
と
遊
水

地
の
問
題
点
」『
岐
阜
県
郷
土
資
料
研
究
協
議
会
会
報
』
第
九
四
号
、
二
○
○
三
年
、
を
参

照
。

（
10
）
西
Ｅ
３
―

１
―

931
あ
。

（
11
）
西
Ｅ
３
―

１
―

787
か
。

（
12
）
西
Ｅ
３
―

１
―

1002
「
川
通
御
用
中
日
記
」。

（
13
）
宝
暦
治
水
に
お
い
て
、
薩
摩
藩
が
蒙
っ
た
人
的
・
物
的
負
担
は
莫
大
な
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
自
戒
を
こ
め
て
い
え
ば
、
史
料
批
判
ぬ
き
に
、
一
部
の
史
料
か
ら
、
薩
摩
藩
士

が
一
汁
一
菜
の
冷
遇
を
受
け
た
、
あ
る
い
は
、
幕
府
は
普
請
情
報
を
秘
匿
し
て
罠
に
陥
れ

た
等
、「
幕
府
対
薩
摩
藩
」
の
敵
対
図
式
に
結
論
を
急
ぐ
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
、

冗
費
節
減
の
意
味
か
ら
、
普
請
役
人
の
接
遇
を
一
汁
一
菜
と
村
方
に
触
れ
出
す
の
は
珍
し

い
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
み
た
如
く
、
普
請
情
報
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
現
段

階
で
は
、
こ
と
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
未
知
の
事
実
が
横
た
わ
っ

て
い
そ
う
で
あ
る
。
事
業
全
体
を
見
す
え
、
史
料
に
即
し
た
具
体
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ

る
。

（
14
）
伊
藤
孝
幸
「
近
世
に
お
け
る
木
曽
三
川
で
の
治
水
」『
岐
阜
史
学
』
八
八
、
一
九
九
五
年
。

（
15
）
知
野
泰
明
・
大
熊
　
孝
「
木
曽
三
川
宝
暦
治
水
史
料
に
み
る
「
見
試
し
」
施
工
に
関
す

る
研
究
」『
土
木
史
研
究
』
二
二
、
二
○
○
二
年
。「
見
試
し
」
施
工
と
は
、
治
水
施
設
が
、

河
川
の
流
れ
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
を
見
極
め
な
が
ら
段
階
的
に
工
事
を
進
め
る
方

法
。
か
つ
て
は
、
連
続
工
法
が
と
れ
な
い
技
術
力
の
限
界
と
さ
れ
て
き
た
が
、
環
境
共
生

の
時
代
、
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
を
勘
案
し
て
再
評
価
が
進
ん
で
い
る
。

（
16
）
東
218
―

１
「
養
老
柏
尾
両
谷
川
通
濃
州
多
芸
郡
飯
木
村
定
式
御
手
伝
御
普
請
所
人
足
帳
」

か
ら
、
帳
末
部
分
の
み
抄
出
。
飯
木
村
（
現
養
老
町
）
が
一
期
工
事
の
定
式
普
請
（
幕
領

で
毎
年
行
わ
れ
た
定
式
普
請
が
手
伝
普
請
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
）
で
出
し
た
人
足
三
三

三
九
人
の
書
き
上
げ
。
居
村
人
足
以
外
に
、
他
国
雇
人
足
二
六
五
人
、
居
村
子
供
人
足
一

三
九
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
17
）
東
31
―

２
―

２
。

（
18
）
東
27
―

９
。

（
19
）
東
69
―

４
―

３
。

（
20
）
展
示
概
要
は
、『
川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
Ⅲ
―
東
高
木
家
文
書
に
み
る
木
曽
三
川
流
域

の
歴
史
・
環
境
・
技
術
』
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
、
二
○
○
四
年
、
を
参
照
。
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